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発
刊
に
あ
た
っ
て
 

村
長
 

倉
 
石
 
文
 
夫
 

4
年
の
警
川
ひ
は
川
蜂
”
 

， 
以
 

時
、
、
昨
●
の
毎
雨
姫
謙
に
 

ク
削
当
名
 

磯
に
半
常
な
馴
●
か
あ
り
J
【ー 

ュ 

醗
舞
m
‘
 
レ
』
占
《
予
報
を
国
く
に
つ
 

?‘ 

け
、
田
敏
見
が
鼠
に
す
み
ま
t
離
に
、
 

刊
舶
え
‘
い
よ
ノ
、
と
十
カ
 

‘ 

う
 

心
か
ら
お
祈
り
し
て
剥
り
主
・
‘
 

参議院議員選挙 

昨
作
血
止
t
た
喬
の
状
贈
を
《
い
報
 

す
レ
」
ミ
持
脱
万
の
舗
心
籍
い
か
ぱ
か
り
 

か
と
歯
し
て
お
り
奮
ず
．
 

本
年
は
脱
庇
事
働
‘
だ
ん
ノ
、
と
良
＜
 

」・》p
、
方
皿
脱
坑
も
妥
●
じ
盛
A
境
展
す
 

る
こ
と
‘
」
貰
叫
の
胃
畿
レ
」
共
に
、
心
か
 

棄
機
は
危
険
n
 

福
岡
県
田
川
雌
万
媛
村
役
端
 

発
行
人
 

仲
 
島
 

考
 
精
 

印
川
或
 

『
町
牟
理
印
臓
台
霞
会
社
 

ら
安
心
鵬
を
〉
り
ら
の
ど
あ
り
謙
十
．
 

，
岡
円
鳳
方
に
色
た
と
可
り
て
い
た
だ
 

く
た
め
に
「
有
政
だ
よ
り
」
の
発
刊
を
恩
 

'
'
J
~)r
<
'
J
 
,,',J
・ーL
,． 

一 

直
接
わ
た
し
で
に
M
係
の
あ
る
‘
の
を
、
 

モ
の
産
に
村
民
の
星
“
に
も
れ
な
＜
お
 

知
ら
せ
い
r
し‘J
・
い
・
豆
』
に
、
？
れ
政
の
 

状
聖
も
か
ね
て
．
侃
告
露
を
含
み
 

介
畿
、
ハ
縄
断
轄
と
兼
り
”
せ
、
降
わ
い
 

士
し
ま
す
の
）
に
、
甘
政
の
み
n
方
の
研
究
 

の
，
醜
に
、
，
料
レ
‘
し
て
御
 
‘
ド
ご
b
 

胆
お
ぬ
い
撒
・
し
ま
ナ
‘
 

『
方
城
町
』
の
誕
生
近
し
 

万
場
一
致
、
県
会
通
過
 

多
年
鵬
娯
の
木
打
町
麟
雁
O
の
縄
過
管
左
 

の
通
p
姐
費
い
た
し
ま
ナ
．
 

一
・
一
叫
 
語
食
町
鋤
臓
息
A
」
雄
【
 

会
週
「
 

二
・
ご
 

，
 
阿
害
』
H
・
 

」
一
・
E
 
馴
展
昨
れ
血
田
m
で
 

4
 
嘱
・
耀
の
趣
定
闘
斑
 

界
議
の
甲
J
を
再
‘
け
た
H
 

J

'

 

選

 
挙

管

理

委

員

会

 

り
四
H
ま
で
 

七
H
ハ
月
誓
桑
脱
●
 

r
し
い
選
恭
を
す
る
た
め
に
共
に
圧
h
し
 

s
 
名
謡
w
崩

日

青

書

 

「
量
準
か
熱
わ
『
れ
 

共
に
t
い
岩
森
り
た
い
‘
想
い
ま
 
二
、
讐
ン
。
謝
」
h
要
、
五
書
の
 

・
早
、
 

t
. 

1
 
盟

十

年

n
月
十
九
且
唯
ー
 

民
中
議
m
の
霞
け
●
半
 

，
回
酬
柿
で
、
柵
鳳
に
知
り
て
電
き
た
 

ル
五
た
人
で
軸
工
ー
 
に
滑
し
、
 

こ
あ
っ
、
叫
小
が
正
し
 

い
事
川
‘
売
記
し
ま
ず
と
 

」
ヂ
月
H
で
毒
《
の
．
 

J・h
わ

な

と

x
に
真
 

一
、
聾
書
掌
人
g
鱒
に
つ
い
て
 

2
 
大
n
＋
八
日
ま
で
に
●
料
に
引
闘
 

の
民
．
ま
宝
、
L
た
電
m
 

l

《
〈
‘
現
？
婦
日
 

き
・
に
白
N
羊
権
ん
で
い
‘
看
 

J
わ
t
れ
甚
叱
で
，
り
奮
 

，

 
ー
『
り
ア
H
,t
ハ
日
 

3
 
聞
和
三
十
年
九
H
l
五
日
現
在
・
 

滋
麟
2
灘
輪
り
霊
H

面季縫騒簾緯胆 

岡
N
ま
晩
●
せ
し
善
●
 

ョ
”
鼻
巌
】
随
【
一
 
の
旧
け
●
 
，
も
な
い
．
住
意
し
て
ド
べ
い
．
 

トー 

な
危
】
を
且
・
』
《
も
 

大
リ
ド
五
日
か
ら
L
n

百
ま
 

・
・
‘
ー
 
・ 

の
で
あ
o
ま
ず
．
ム
国
な
 

で
四
品
 

ユ

 

罷
m
》

 

り

こ

。

一

票

政

治

と

撒

血

を

鵬

ぷ

紐

 

ー

ー

 

四
・
ー
ゴ
 

，
・
阿
里
一
 

m
金
 

五
・
 

．
一
町
麟
籍
）
鵬
雄
》
 

（
運
．
貧
、
公
具
”
露
豊
、
、
（
槌
団
 

体
‘
在
桝
」
」
言
八
→
臨
拙
席
〕
 

（
有
民
の
与
．
粛
く
事
が
毎
一
で
お
 

る
の
で
、
各
常
会
の
慮
見
を
ま
レ
」
め
世
 

叫
に
慰
丹
て
（
、
事
に
審
見
．
芭
 

（
モ
の
結
製
、
．
」
i
常
虫
命
m
憐
m
の
 

附
回
製
が
人
る
〕
 

五
・
一
じ
 
知
事
叱
H
●
ド
歯
査
」
撫
 

11 

脅
血
m
・
 

「

中

廉

柵

」

は

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

 

‘
で
通
路
か
ら
、
こ
の
 

課
で
風
近
一
師
け
る
打
の
臓
鷺
の
 

一
 

『
 六

・
．
 

県
係
は
鵬
井
生
事
棄
月
 

大
・
「
 

．ハ自 

日
付
書
”
て
》
酎
 

員
？
甲
鵬
に
（
一
い
「
山
時
華
脅
闘
金
 

出
席
・
，
i
．
躍
」
、
謝
場
，
量
可
訣
 

大
‘
一
1

知
帯
魂
m
執
，
m
I
 

」
パ
・
・
五
 

県
‘
一
 

一
今
●
過
 

大

＼

d

 
卑
《
4
，

過

 

最
穣
の
仕
ヒ
け
』
」
●
後
」
助
の
《
資
 

を
し
か
り
《
版
、
山
し
・
一
干
（
●
惨
柳
）
 

鄭
土
の
幸
を
月
指
し
て
『
 

着

，

 進

む

造

林

計

画

 

」
の
厭
而
叫
」
に
措
二
」
「
 
与
h
、
4
 

一 

年
産
‘
賃
（
」
ん
の
力
弧
い
昭
力
き
閥
心
の
 

」
 

も
A
、
去
る
大
“
『
h
目
、
ナ
で
に
水
 

脱
林
予
定
地
（
円
兄
）
四
十
町
歩
の
W
記
 

ふ
尭
了
い
た
し
ま
し
た
．
 

“
」
行
遣
（
国
が
打
う
も
の
で
、
利
A
 

は
地
ル
レ
」
M
で
分
サ
け
ろ
）
、
来
年
一
 

“
を
目
尋
レ
t
一 

霞
兼
！
観
意
R
み
 

中
で
あ
D
、
ヂ
‘
四
月
」
・
七
日
、
現
箔
 

察
の
平
．
中
で
あ
p
ま
す
．
叫
県
一
 

翼
も
計
‘
中
で
あ
り
よ
す
．
 

の
署
m

●」鵬H
一
！
ン
・
み
・
‘
も
『
母
幕
」
は
 

す
べ
て
の
根
本
で
み
り
誉
す
．
 

母
赤
馴
●
」
で
」
名
失
石
凡
雄
に
 

こ
ん
“
語
が
あ
皇
一
す
．
 

当
”
人
A
”
」
壇
中
作
p
た
い
き
思
い
異
 

る
年
も
寒
っ
m
A
島
‘
い
出
く
や
，
 

と
八
叩
】
に
昨
L
が
川
た
‘
●
る
人
蒙
 

老
の
大
G
員
嬬
に
 

中
な
る
も
の
を
掌
げ
た
い
と
思
い
ま
す
，
 

●
●
般
雌
》
（
万
城
炭
低
】
区
，
一
u
簡
）
 

醗
長
ー
パ
り
雫
 
山
H
穴
米
 

五
く
見
渡
 
、
西
畝
バ
ス
の
遣
行
丸
俸
助
 

ま
で
断
任
す
【
つ
．
 

●
塚
口
ー
野
級
（
山
山
国
か
ら
新
門
八
 

幡
町
鎮
電
付
ま
で
）
】
巽
1

・
三
，
菜
、
 

巾
q
四
・
五
米
、
伊
万
勤
」
の
中
岡
加
」
携
 

ぶ
．
巾
m
餌
で
諾
甲
の
毒
月
を
側
蔵
山
 

し
め
た
．
 

●
中
奮
（
山
・
傾
直
路
と
峯
口
ー
野
醸
躍
 

ン
」
を
軸
ぶ
）
砥
豊
一
三
米
、
巾
H
五
米
、
 

W
代
性
を
嶋
●
運
観
性
所
核
．
コ
ノ
ク
リ
 

ー
 
蘭
七
あ
る
．
 

．
宮
ノ
下
ー
 
本
眼
（
古
門
地
巨
』
・
 

恒
旧
事
葉
、
毎
舞
」
九
八
米
、
巾
一
『
 

、
路
級
の
嵩
ト
置
旧
工
事
で
，
少
7
 

で
は
木
に
つ
か
ら
す
に
す
。
．
 

，
奥
一
 

林
翼
ュ
事
（
尋
四
碑
 

極
高
九
一
菜
、
巾
？
一
釆
 

三

工

 41 
雌
に
第
五
抑
」
嶋
キ
的
 

●
既
長
一
、
五
（
×
￥
を
完
嘱
・
 

・ 

「
轟
な
た
吐
、
な
ぜ
ハ
年
‘
の
叫
、
 

を
作
ら
●
い
‘
訴
可
L
4
か
っ
l
A
 

か
」
と
た
f
ね
《
レ
た
と
こ
ろ
1
〕 

る
」
』
議
叫
が
い
る
．
L
か
し
、
一
一
 

》
を
吉
●
m
皇
一
だ
允
（
で
な
・
 

で
、
八
年
問
。
っ
て
い
た
の
だ
」
J
 

た
モ
ろ
で
す
【
皿
譲
暴
い
島
、
 

一 

に
月
年
ソ
け
J
」
大
石
の
け
い
眼
己
1

' 

尋
ぶ
べ
き
で
島
り
ま
工
 

畳
か
＼
芳
裏
村
蔑
り
た
め
、
（
ら
、
 

ち
ば
ん
堪
本
の
仕
●
t
て
の
z
兼
亨
い
 

に
井
k

是
井
日
一
一
」
ん
の
嶋
力
‘
山
い
‘
 

い
力
け
昌
り
一
r
. 
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「
広
報
ほ
う
じ
ょ
う
」
が
 

2
0
0
号
達
成
 

昭和31年6月21日に「村政だより」第1号が発行されましたが、その年の8月1日 

に方城町が誕生したため「村政だより」はこの1号で終わり、昭和31年9月1日からは 

新たに「町政便り」が発行されるようになりました。 

第1号の村政だよりには、発刊にあたっての倉石文夫町長のあいさつをはじめ、道路事 

業の紹介や造林計画、また2ページには国保直営診療所に黒木先生を招き、外科の手術も 

できるようになったことが載せられています。 

1998年（平成1咋)7月第200号 
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福岡県田川郡方城町伊方4448-2 〒 822-1293 

TEL (0947) 22-0520fte) FAX (0947) 22-0771 



「
広
報
ほ
う
じ
よ
う
」
2
百
号
ま
で
の
あ
ゆ
み
 

「
町
政
便
り
」
の
第
1
号
が
産
声
 

を
あ
げ
た
の
は
、
町
制
が
施
行
さ
れ
 

癖
 

産
炭
地
対
策
の
推
進
に
 

全

力

を

尽

し

ま

す

 

輪 

子ども神輿も登場した神幸祭 

白髪神社前で練る子ども神輿 

わたしたちが方城町消防代表で 
消防ポンプ操法大会に出場します 

の
町
政
便
り
に
は
、
8
月
1
日
に
農
 

業
会
館
で
方
城
町
の
誕
生
式
典
が
行
 

た
翌
月
の
昭
和
 31 

年
9
月
1
日
の
こ
 

わ
れ
た
こ
と
や
、
国
か
ら
の
交
付
金
 

と
で
す
。
B
5
サ
イ
ズ
の
2
ペ
ー
ジ
 

昭1[36千度}jj IFJ - 会引決算委員会報告 

B5 サイズで始まった広報紙は、昭和38年ころには 

B4 のタブロイド版になりました。タブロイド版になっ 

た昭和38年6月10日号には、当時の松井肝太町長と山 

本石男議長の就任あいさつがあり、昭和36年の決算報 

告では約9800万円の歳入歳出決算が報告されています。 

昭和44年までの6年間はタブロイド版のスタイルは 

変わらず、昭和44年12月15日発行の第54号からは、ま 

たB5サイズにもどり4ページとなりました。 

決団式を終えたポンプ操の選手たち 

が
昨
年
の
4
倍
以
上
に
増
え
、
地
方
 

交
付
税
と
特
別
交
付
税
合
わ
せ
て
1
 

2
7
6
万
円
交
付
さ
れ
た
記
事
が
掲
 

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
の
町
政
便
り
の
別
に
昭
 

和
 27 

年
1
月
か
ら
「
方
城
村
公
民
館
 

時
報
」
も
発
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
 

公
民
館
時
報
は
昭
和
 34 

年
1
月
に
は
 

「
公
民
時
報
ほ
う
じ
ょ
う
」
の
名
称
 

に
変
更
さ
れ
、
昭
和
 36 

年
こ
ろ
に
は
 

町
政
だ
よ
り
と
公
民
時
報
が
合
同
で
 

発
行
さ
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
 

この公民時報の中におもしろい記事がありまし 

た。それは、昭和31年10月10日号のバス路線が開 

通したという記事です。「役場への道を、勢いよく 

かけのぼるバスの姿は、いかにもハツラツとして、 

伸びゆく方城町の明日を、物語っているかのよう 

である。」とあります。この当時、バスの存在は大 

きなものだったでしょう。ちなみに行き先は、小 

竹と直方と書かれています。 

昭
和
 56 

年
 12 

月
号
は
、
伊
方
小
学
校
の
校
舎
が
 

完
成
し
た
こ
と
が
知
ら
さ
れ
、
ま
た
4
ペ
ー
ジ
に
 

は
方
城
町
青
年
団
が
田
川
郡
子
ど
も
の
集
い
で
表
 

彰
を
受
け
た
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
当
時
の
 

青
年
団
活
動
の
活
発
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
 

(
 
(
 

伊

方

小

学

校

 

校
舎
改
築
工
事
完
成
 

軸
 

消
防
の
ポ
ン
プ
を
操
作
す
る
態
度
と
 

時
間
を
競
う
福
岡
県
消
防
操
法
大
会
に
、
 

方
城
町
消
防
団
が
田
川
郡
を
代
表
し
て
 

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
代
表
は
2
年
に
1
回
田
川
郡
の
 

町
村
を
持
ち
回
り
し
て
お
り
、
 
18 

年
に
 

1
回
ま
わ
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
 

6
月
4

日
に
は
、
 
10 

人
の
選
手
の
結
 

団
式
が
役
場
前
広
場
で
行
わ
れ
、
田
川
 

地
区
消
防
本
部
の
消
防
長
ら
が
、
激
励
 

の
こ
と
ば
を
お
く
り
ま
し
た
。
 

す
で
に
5
月
か
ら
平
均
週
3
回
の
練
 

習
を
行
っ
て
い
る
選
手
た
ち
は
、
仲
村
 

信
治
団
長
か
ら
辞
令
を
も
ら
い
、
9
月
 

6
日
の
本
番
に
向
け
て
意
気
込
み
を
新
 

た
に
し
て
い
ま
し
た
。
 

5
月
4

日
、
5

日
に
伊
方
地
区
、
9
 

日
 10 

日
に
弁
城
地
区
の
神
幸
祭
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
中
で
、
白
髪
神
社
 

の
お
祭
り
は
例
年
と
ひ
と
味
違
っ
た
お
 

祭
り
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
東
古
 

門
の
子
ど
も
会
が
作
っ
た
子
ど
も
神
輿
 

が
登
場
し
た
か
ら
で
す
。
約
 25 

キ
ロ
グ
 

ラ
ム
の
神
輿
を
 10 

人
の
子
ど
も
が
か
つ
 

ぎ
、
大
人
に
負
け
な
い
く
ら
い
の
威
勢
 

で
町
を
練
り
歩
い
て
い
ま
し
た
。
 

自分でできることは自分でする 
習慣をつ(ナることができました 

ー通学合宿開催ー 

おそうじも上手になりました 

クラッシックを聴くと 
心が洗われるね 

―伊方小学校でミニコンサートー 

平
成
7
年
6
月
号
の
第
1
8
2
号
か
ら
、
世
間
 

一
般
で
A
4
サ
イ
ズ
が
使
わ
れ
始
め
た
こ
と
に
伴
 

い
広
報
誌
も
A
4
サ
イ
ズ
が
流
行
し
、
表
紙
の
色
 

も
方
城
町
の
カ
ラ
ー
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
と
緑
の
2
 

色
を
使
っ
た
も
の
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。
 

6
月
4
日
に
、
伊
方
小
学
 

校
の
体
育
館
で
日
本
フ
ィ
ル
 

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
バ
イ
オ
リ
ン
と
 

ピ
ア
ノ
の
二
重
奏
で
「
ト
ル
 

コ
行
進
曲
」
を
は
じ
め
、
 

「
ガ
ボ
ッ
ト
」
な
ど
全
6
曲
 

が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
 

ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
る
子
 

ど
も
は
、
特
に
目
を
ク
ル
ク
 

ル
さ
せ
て
流
暢
な
指
の
動
望
e
 

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

日
本
フ
ィ
ル
の
コ
ン
サ
ー
 

ト
は
、
8

月
と
秋
に
田
川
 

で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

主な内容 

町長遥”．日決車る 

町のあれこれ 

“づくり 

■民年，のお知らせ 
くらしの情，コーナー 

麟 伊方小学校の体育館で演奏する日本フィルのメンバー 

5
月
 21 

日
か
ら
 23 

日
ま
で
の
2
泊
3
 

日
で
、
小
学
校
4
年
生
か
ら
6
年
生
ま
 

で
の
 
28 

人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
 

通
学
合
宿
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
 

通
学
合
宿
は
少
人
数
に
し
ぼ
っ
た
こ
と
 

で
指
導
が
徹
底
で
き
、
自
主
的
に
動
く
 

姿
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。
 

夜
に
行
わ
れ
た
交
流
会
で
は
、
牛
乳
 

パ
ッ
ク
を
使
っ
て
鉛
筆
立
て
を
作
っ
た
 

り
、
映
画
鑑
賞
を
し
た
り
し
て
楽
し
ん
 

で
い
ま
し
た
。
 

ま
た
最
終
日
に
は
、
福
岡
市
の
九
州
 

ェ
ネ
ル
ギ
ー
館
と
福
岡
市
動
物
園
に
見
 

学
に
行
き
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
 

」
た
。
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国
療
セ
ジ
タ
ー
 
よ
 

方
城
町
立
医
療
セ
ン
タ
ー
所
長
 

武
 
冨
 

章
 

ガ
ン
の
話
・
そ
e
三
 

今
回
は
ガ
ン
の
予
防
に
つ
い
て
で
す
。
 

一
般
に
人
は
み
な
病
気
に
な
る
と
困
 

る
、
恐
ろ
し
い
、
ば
か
ば
か
し
い
と
そ
 

れ
ぞ
れ
思
っ
て
い
ま
す
。
 

な
る
べ
く
病
気
に
は
か
か
り
た
く
な
い
、
 

避
け
て
通
り
た
い
、
も
し
予
防
で
き
る
 

も
の
な
ら
そ
う
し
た
い
、
こ
の
よ
う
な
 

願
い
で
い
ろ
い
ろ
な
病
気
が
研
究
さ
れ
、
 

原
因
か
ら
成
り
立
ち
、
病
気
の
経
過
な
 

ど
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
 

ガ
ン
で
死
ぬ
原
因
、
病
原
は
何
か
と
 

い
え
ば
、
そ
れ
は
ガ
ン
細
胞
に
あ
り
ま
 

す
。
ガ
ン
細
胞
は
伝
染
病
の
よ
う
に
、
 

外
か
ら
か
ら
だ
に
侵
入
し
て
く
る
も
の
 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
自
分
の
か
 

ら
だ
の
中
に
あ
る
細
胞
が
、
変
化
を
お
 

こ
し
て
、
「
悪
を
働
く
よ
う
に
な
っ
た
」
 

も
の
で
す
。
 

で
は
、
な
に
ゆ
え
に
そ
う
な
る
の
か
 

は
、
今
の
と
こ
ろ
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
 

分
子
生
物
学
の
研
究
が
進
歩
し
て
き
て
 

い
ま
す
か
ら
、
部
分
的
に
は
ほ
ん
の
少
 

し
ず
つ
わ
か
っ
て
き
て
は
い
ま
す
が
、
 

全
体
的
に
は
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
の
 

で
す
。
 

5月19日 

マミービクスに 
参加しませんか 

※毎週日曜日 10時～11時 

※会費 千円 

※お子さんもー緒に 

参加希望の方は、リーダー 

までご連絡ください。 

山口美樹公(22) 4329 

バ ス 遠足 （勝盛公園） 

Zー行事予定 

さあ 
子育て支援センターへ 

遊びにどうぞ！ 
5月から10年度の行事を行っていますが、新しい親 

子の方も増え、少しずつですが子育て支援センターと 

はどのような場所なのか、浸透しつつあるようです。 

お茶を飲みながらの子育て談議がくつろぎのひとと 

きとなり、お母さんの表情もキラキラ。 

みなさんも生き生きと子育てしましよう。 

ガ
ン
細
胞
を
つ
く
る
ガ
ン
原
性
の
物
 

質
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
発
 

ガ
ン
物
質
と
称
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
 

は
ガ
ン
細
胞
を
つ
く
り
だ
す
物
質
（
イ
 

ニ
シ
エ
ー
タ
ー
）
と
、
ガ
ン
細
胞
を
育
 

て
る
物
質
（
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
）
が
あ
り
 

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ー
つ
の
物
質
で
両
方
 

の
作
用
を
も
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
こ
こ
で
よ
く
考
え
な
く
て
は
 

な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
ネ
 

ズ
ミ
を
用
い
て
、
も
の
す
ご
い
量
を
与
 

え
て
実
験
し
た
特
殊
な
も
の
で
す
。
ま
 

た
、
公
表
さ
れ
て
い
る
ガ
ン
の
発
生
率
 

と
い
う
も
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
 

ネ
ズ
ミ
で
そ
れ
ぞ
れ
確
か
め
た
も
の
で
 

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
濃
厚
投
与
で
 

す
。
し
か
し
ー
つ
で
も
ガ
ン
が
で
き
れ
 

ば
、
万
に
ー
つ
で
も
危
険
で
あ
る
と
す
 

る
理
論
で
成
績
は
な
り
立
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
動
物
が
ち
が
っ
て
く
る
と
代
謝
 

も
ち
が
っ
て
き
ま
す
。
 

焼
け
こ
げ
は
危
な
い
、
わ
ら
び
は
い
け
 

な
い
、
コ
ー
ヒ
ー
は
危
な
い
、
し
ょ
う
 

油
も
危
な
い
、
ビ
ー
ル
は
危
な
い
、
タ
 

バ
コ
は
最
も
危
険
だ
、
と
ひ
じ
ょ
う
に
 

や
か
ま
し
く
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

は
た
し
て
そ
ん
な
に
危
険
な
の
で
し
ょ
 

う
か
。
統
計
学
や
疫
学
で
は
い
ろ
い
ろ
 

適
当
な
部
分
を
と
っ
て
強
調
し
ま
す
の
 

で
、
あ
る
意
味
で
は
あ
り
が
た
い
の
で
 

7月 8月 

3日 七タ会 水遊び 
（プール） 

タ涼み会 レクダンス 17日  ノ 
× 

〇子どもさんと思いっきり遊びましょう’ 

●
 

〇お母さんどうしのつながりを大切に 

ぐ親子でイ申び伸び楽しみましょう 
5月28日 ホワイトシアター 

す
が
、
い
ち
お
う
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
 

な
り
ま
せ
ん
。
焼
け
こ
げ
で
も
ビ
ー
ル
 

で
も
、
毎
日
毎
日
お
な
か
に
い
れ
た
と
 

こ
ろ
で
、
ま
た
わ
ら
び
も
湯
が
か
ず
に
 

食
べ
た
こ
と
ぐ
ら
い
で
は
、
と
う
て
い
 

ガ
ン
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
 

だ
し
、
タ
バ
コ
ば
か
り
は
、
い
さ
さ
か
 

旗
色
が
悪
い
よ
う
で
す
。
 

そ
れ
で
は
、
ガ
ン
の
予
防
と
は
何
で
 

し
ょ
う
か
。
か
ら
だ
の
細
胞
が
ガ
ン
に
 

な
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
、
は
た
し
て
で
 

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

危
険
な
こ
と
は
な
る
べ
く
避
け
る
に
 

こ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
 

免
疫
に
関
係
し
た
生
体
防
御
機
構
を
強
 

く
し
て
、
ガ
ン
を
防
ご
う
と
考
え
る
人
 

も
い
ま
す
。
し
か
し
、
防
御
力
よ
り
強
 

力
な
ガ
ン
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
大
い
に
 

あ
り
得
ま
す
。
 

な
お
、
分
子
生
 

物
学
の
教
え
る
と
 

こ
ろ
に
よ
り
ま
す
 

と
、
ガ
ン
に
な
り
 

や
す
い
体
質
が
あ
 

り
ま
す
。
家
族
の
 

な
か
に
ガ
ン
に
か
 

か
っ
た
こ
と
の
あ
 

る
人
は
注
意
を
要
 

し
ま
す
。
さ
が
し
 

て
い
け
ば
日
本
中
 

の
親
戚
の
な
か
で
 

は
、
だ
れ
か
が
ガ
 

ン
に
か
か
っ
て
い
 

7万鶴同駒岡圏昌留圏岡凋目冒す 

お帰りなさい、浅野先生 

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
近
親
の
な
か
 

で
ど
な
た
か
が
ガ
ン
に
か
か
っ
た
と
い
 

う
人
は
気
を
つ
け
ま
し
よ
う
。
 

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
い
ろ
い
ろ
品
を
か
 

え
て
腹
八
分
目
に
た
べ
、
適
当
に
日
光
 

に
あ
た
り
、
放
射
線
に
あ
た
り
す
ぎ
ず
、
 

き
れ
い
な
空
気
を
吸
い
、
か
ら
だ
を
清
 

潔
に
し
て
、
清
潔
な
も
の
を
身
に
ま
と
 

い
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
規
則
正
し
い
 

生
活
を
送
る
、
こ
の
ご
く
あ
た
り
ま
え
 

の
こ
と
し
か
「
ガ
ン
の
予
防
」
と
し
て
 

は
、
い
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

参
考
ま
で
に
、
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
 

で
ま
と
め
た
「
ガ
ン
に
か
か
ら
な
い
た
 

め
の
十
ニ
カ
条
」
を
載
せ
て
お
き
ま
す
。
 

し
か
し
、
こ
れ
を
一
生
懸
令
守
っ
て
い
 

た
人
が
ガ
ン
に
か
か
っ
た
と
い
う
こ
と
 

も
当
然
あ
り
得
る
こ
と
で
す
。
定
期
的
 

な
検
診
を
怠
り
な
く
ー
 

この度、 6月1日よ 

り方城町立医療セン 

ターに勤務することに 

なりました。私は、平 

成3年に、以前の方城 

町立病院で整形外科医 

として1年間勤めさせ 

てもらったことがあり、 

今回6年ぶりに戻って 

きたことになります。ここ数日の外来診療 

でも、何人かの懐かしい元気な顔を久しぶ 

りに見ることができて、ついつい話が弾ん 

でしまいました。 

私が、この4年間、国立小倉病院で整形 

外科医長として身につけたものは、整形外 

科的な専門知識と技術ですが、これを今後 

は、地域医療の場で、方城町の皆さんのた 

めに役立てていきたいと思っています。ま 

た、整形外科診療だけに限らず、町立医療 

センター、町立保健福祉センターを中心に、 

武冨院長とともに、町民の医療・保健・福 

祉・介護にどんどん加わっていきたいと考 

えています。よろしく御願いいたします。 

町立医療センター 浅野 茂利 

ガ
ン
予
防
十
ニ
カ
条
 

（
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
）
 

①
 
偏
食
し
な
い
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
 

た
栄
養
を
と
る
。
 

②
 
毎
日
、
変
化
の
あ
る
食
生
活
を
同
 

じ
食
品
を
繰
り
返
し
て
食
べ
な
い
。
 

③
 
食
べ
過
ぎ
を
さ
け
、
脂
肪
は
ひ
か
 

え
め
に
。
 

④
 
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。
 

⑤
 
喫
煙
は
少
な
く
す
る
。
 

⑥
 
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
A

・
c

・E
と
 

繊
維
質
の
も
の
を
多
く
取
る
。
 

⑦
 
塩
辛
い
も
の
は
少
な
目
に
。
熱
い
 

も
の
は
さ
ま
し
て
か
ら
。
 

⑧
 
ひ
ど
く
焦
げ
た
部
分
は
食
べ
な
い
。
 

⑨
 
か
び
の
生
え
た
も
の
は
食
べ
な
い
。
 

⑩
 
過
度
の
日
光
に
当
た
ら
な
い
。
 

⑩
 
適
度
の
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
。
 

⑩
 
か
ら
だ
を
清
潔
に
保
つ
。
 

方城町では、同和問題啓発強調月間の取り組みとして 

次の行事を行います。 

みなさん、ふるってご参加ください。 

I人権パネル展 
とき 4日（土）-'10日（金） 

ところ 方城町中央公民館ロビー（2階） 

I映画のつどい 
とき 5日（日） 

ところ 方城町中央公民館大会議室 

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
 

"
 
*
 
*
 
*
 
*
 
*
 
*
 
*
 
*
 
*
 
*
 
*
 
*
 
*
 
*
 
*
 
*
 
*
 

町
民
プ
ー
ル
が
 

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
 

7
月
 21 

日
（
火
）
か
ら
8
月
 

12 

日
（
水
）
ま
で
、
町
民
プ
ー
 

ル
を
開
き
ま
す
。
 

ま
た
、
小
学
校
4
年
生
か
ら
 

6
年
生
ま
で
の
泳
げ
な
い
子
の
 

た
め
の
水
泳
教
室
を
、
7
月
 21
 

日
か
ら
 23 

日
ま
で
開
催
し
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
社
 

会
教
育
課
合
（
2
2
)
4
3
0
 

*
 
0

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

*
 
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
 ********************** * 

嚇零零電彊m b'"”夢’筆‘“噂F‘~”’’電響叫‘‘量菩洋軸w叫雌軸’召m晦瀞‘咲●~嚇， 

今後の子どぢ会行事毛定灘

7月26日（日） ソフトボール大会 

8月16日（日） 郡子ども会スポーツ大会 

8月18日（火）-20日（木） 

福岡県小学生ソフトボール大会 

8月22日（土）-24日（月） 

少年の翼「沖縄平和学習」 

9月6日（日） 三世代グランドゴルフ大会 

9月23日（水） 下田川子ども会交流会 

ドバト・カラス駆除実施 

駆除期間 7 月1日～7月31日 

日の出から日の入りまで 

駆除区域 町内全域 

※ 駆除に際しては、事故等のな 

いよう十分注意しますので、ご 

協力お願いします。 

映 画 名 

小学生と保護者 おじいちゃんとトマト 10時～t1時 

中学生と保護者 ふたりのタ口ウ 13時～14時20分 

あしたの足音 15時～16時10分 

講演会 
7日（火）13時30分 

町民体育館 

田中弘さん（福岡教育大学教授・筑紫野市隣保館長） 

えんだい ほんとの共生 

I 

ろ
し
 

き
こ
～
つ
 

と
と
《
」
 

方
城
老
人
大
学
俳
句
教
室
 

講
師
 
池

田

一

歩

 選
 

花
菖
蒲
勇
る
や
尊
き
も
の
の
ご
と
 

桑
野
 
園
女
 

一
山
の
闇
を
深
め
て
初
蟹
 原

田
 
文
義
 

山
法
師
電
車
待
つ
間
を
風
と
あ
り
 

浦
野
 

蓮
 

水
面
の
影
に
色
あ
り
花
菖
蒲
 

香
月
 
愛
子
 

紫
陽
花
の
色
の
は
じ
ま
る
千
光
寺
 

桑
野
 
昌
宜
 

新
緑
の
妻
寵
散
策
同
期
会
 渡

辺
 

一
枝
 

志
身
を
芋
の
輪
に
念
じ
く
ぐ
り
け
り
 

倉
本
マ
リ
子
 

捨
て
ら
れ
し
茶
畑
跡
や
蛇
葺
 

鈴
木
秋
風
子
 

挿
し
苗
の
末
だ
な
じ
め
ず
に
植
田
か
な
 

白
石
 

鶴
代
 

十
一
の
鳴
い
て
思
ひ
出
深
き
旅
 

永
末
 
公
恵
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一7
月
 12 

日
は
参
議
院
議
院
選
挙
で
す
o
 

一 
忘
れ
な
い
よ
う
に
投
票
し
ま
し
よ
う
 

投
票
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
 

町
村
に
住
ん
で
い
る
人
 

（
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
）
 

※
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
選
挙
管
理
 

投
票
時
間
が
延
長
さ
れ
、
午
後
8
時
ま
 

委
員
会
（
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

で
と
な
り
ま
し
た
。
 

第
1
投
票
所
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
 

不
在
者
投
票
の
時
間
も
午
後
8
時
ま
で
 

第
1
投
票
所
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
 

と
な
り
ま
し
た
。
 

今
ま
で
方
城
町
青
年
婦
人
研
修
所
で
投
 

不
在
者
投
票
が
認
め
ら
れ
る
事
由
が
緩
 

票
し
て
い
た
人
は
、
弁
城
小
学
校
体
育
 

和
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
人
も
不
在
者
投
 

館
に
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
ま
ち
が
わ
 

票
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

〇
自
営
業
の
人
や
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
 

な
お
、
第
2
投
票
所
は
方
城
中
学
校
 

の
予
定
が
あ
る
人
 

体
育
館
の
ま
ま
で
す
。
 

〇
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
の
私
用
 

第

1
投

票

所

 

で
、
投
票
日
に
投
票
区
域
に
い
な
い
人
 

旧
 

方
城
町
青
年
婦
人
研
修
所
 

〇
引
っ
越
し
な
ど
を
し
て
、
他
の
市
 

新
 

弁

小

学

校

体

育

館

 

！
人
権
擁
護
委
員
に
 

！
7
月
は
社
会
を
明
る
く
 

！ 

香
月
律
治
さ
ん
が
 

【 

す
る
運
動
月
間
で
す
 

！ 

再
任
さ
れ
ま
し
た
 

ー
二
つ
E
カ
よ
、
ト
う
う
ョ
己
ミ
 

人
々
が
お
互
い
に
人
権
を
守
る
こ
と
 

に
よ
っ
て
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
 

が
、
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
 

方
城
町
に
は
、
3
人
の
人
権
擁
護
委
員
 

が
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
 

守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
 

だ
さ
い
。
 

香
月
律
治
 

方
城
町
大
字
伊
方
9
 

【
‘
a
J
1
1
 

合
（
2
2
)
0
7
3
4
 

永
末
宏
之
 

方
城
町
大
字
弁
城
3
 

3
4
9
1
4
 

電
（
2
2
)
0
1
5
2
 

萩
尾
真
由
美
 
方
城
町
大
字
伊
方
4
 

5
0
7
1
3
 

合
（
2
2
)
2
1
4
6
 

田川郡生涯学習広域講座のお知らせ 
田川郡に居住している方はだれでも参加できます。 

町 村 講座・教室名 人数 開 催 時 期 回数 申 し 込 み 先 

香春町 郷土史講座 20 随時 月1 香春町教育委員会 生涯学習課8(32 )2162 

赤 村 子どもの木工作教室 50 7月25日（土） 1 赤村教育委員会 教務課8 (62 ) 3003 

大任町 水墨画教室 15 第1・第3月曜 月2 大任町教育委員会 教育課8 (63 ) 2242 

川崎町 青少年の釣り教室 50 8月8日（土） 1 川崎町教育委員会 教育課8 (72 ) 3000 

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
、
犯
罪
や
 

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
 

厚
生
（
立
ち
直
り
）
に
つ
い
て
、
理
解
 

を
深
め
、
 

一
人
ひ
と
り
が
力
を
合
わ
せ
 

て
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
 

う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。
 

不
幸
に
し
て
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
や
 

非
行
に
陥
っ
た
少
年
の
立
ち
直
り
を
、
 

温
か
い
目
で
見
守
り
つ
つ
、
か
つ
、
援
 

助
の
手
を
さ
し
の
べ
、
明
る
い
社
会
を
 

つ
く
り
ま
し
よ
う
。
 

「
ふ
れ
あ
い
と
 

対
話
が
築
く
 

明
る
い
社
会
」
 

平成10年度自衛官採用試験案内 ●験熊纂戒難鷲難勃 
試 験 .種 目 資 格 等 受 付 期 間 試 験 日 

一般曹候補学生（男・女） 18 才以上24才未満の者 8月3日～9月11日 9月19 日（土） 

曹候補士 （男・女） 18 才以上27才未満の者 8月3日～9月11日 9月19 日（土） 

航空学生 （男・女） 高卒（見込）21才未満の者 8月3日～9月11日 9月23 日（水） 

2等陸・海‘空士（女子） 18 才以上27才未満の者 8月3日～9月11日 
9月29 日（火） 

-9 月30 日（水） 

2等陸・海・空士（男子） 18 才以上27才未満の者 8月3日～9月14日 
9月20 日（日） 

-9 月21日（月） 

) 

児
童
羨
当
制
度
惑
逮
禄
じ
 

支
給
対
象
 
3
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
 

し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
 

し
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
 

合
に
は
、
所
得
制
限
に
よ
り
支
給
さ
れ
 

ま
せ
ん
。
 

児
童
手
当
の
額
（
月
額
）
 

第
1

子
り
5
0
0
0
円
 

第
2
子
g
5
0
0
0
円
 

第
3
子
e
l
o
o
o
o
円
 

支

給

月

 

原
則
と
し
て
、
毎
年
2
月
、
6
月、 

10 

月
に
そ
れ
ぞ
れ
前
月
分
ま
で
が
支
給
 

さ
れ
ま
す
。
 

特

例

支

給

 

所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を
受
け
 

ら
れ
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
（
厚
生
 

年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
人
）
に
つ
 

い
て
は
、
そ
の
人
の
前
年
の
所
得
が
一
 

定
未
満
の
場
合
に
限
っ
て
、
特
例
給
付
 

（
児
童
手
当
と
同
額
）
が
支
給
さ
れ
ま
 

す。 ※
児
童
手
当
の
受
給
者
は
、
毎
年
6
 

月
が
現
況
届
け
の
時
期
に
な
っ
て
い
ま
 

す
が
、
今
年
度
は
、
特
別
減
税
の
追
加
 

減
税
案
の
関
係
で
、
本
年
度
に
限
り
提
 

出
期
限
が
7
月
末
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

該
当
者
に
は
通
知
し
ま
す
の
で
、
通
 

知
が
あ
り
し
だ
い
手
続
き
を
し
て
く
だ
 

さ
い
。
こ
の
届
け
を
し
な
い
と
次
回
か
 

ら
手
当
が
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
先
 
役
場
住
民
課
福
祉
係
 

台
（
 22 

)
0
5
2
0
内
線
1
2
4
 

7月20日（月）~31日（金） 

園⑩交通安金県民運駒 
夏休み期間中の子どもの交通事故防止、 

青少年運転者の無謀運転の防止等を重 

点とした交通安全県民運動が展開され 

ます。 

郵
政
職
員
採
用
試
験
（
外
務
職
）
 

☆
受
験
資
格
 
昭
和
 43 

年
4
月
2

日
か
 

ら
昭
和
 58 

年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
 

た
人
 

☆
第
1
次
試
験
 
8
月
 23 

日
（
日
）
 

☆
第
2
次
試
験
 
9
月
 29 

日
（
火
）
5
 

10 

月
8

日
（
木
）
 

☆
受
験
申
込
締
切
り
 
7
月
6

日
の
消
 

印
が
あ
る
も
の
ま
で
有
効
 

☆
間
い
合
わ
せ
先
 
金
田
郵
便
局
 
客
 

(
2
2
)
0
0
4
2
 

福
岡
県
職
員
初
級
試
験
 

☆
受
験
資
格
 
昭
和
 50 

年
4
月
2

日
か
 

ら
昭
和
 56 

年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
 

た
人
 

☆
試
験
日
 
9
月
 27 

日
（
日
）
 

☆
受
付
期
間
 
8
月
 24 

日
（
月
）
5
9
月
 

4
日
（
金
）
 

☆
問
い
合
わ
せ
先
 
福
岡
県
人
事
委
員
 

会
事
務
局
任
用
課
 
合
0
9
2

(
6
4
 

1
)
3
8
8
3
 

宅
地
建
物
取
引
主
任
者
資
格
試
験
 

☆
試
験
日
 
10 

月
 18 

日
（
日
）
 

☆
受
付
期
間
 
7
月
 27 

日
（
月
）
か
ら
 

7
月
 31 

日
（
金
）
 

個人事業税の 
納期限は8月31日です 

個人で事業をおこなっているみな 
さん、平成10年度の個人事業税第1 
期の納期限は8月31日です。 
問い合わせ先 福岡県田川県税事務所 
8 (44 ) 8 111 内線218 

I 

☆
受
付
場
所
 
ア
ク
ロ
ス
福
岡
又
は
小
 

倉
K
M
M

ビ
ル
（
郵
送
に
よ
る
受
付
は
 

行
わ
な
い
）
 

☆
受
験
料
 
7
千
円
 

☆
間
い
合
わ
せ
先
 
福
岡
県
建
築
住
宅
 

セ
ン
タ
ー
公
0
9
2

(
7
8
1
)
5
1
 

(b9 

【
 

甲
種
防
火
管
理
者
 

資
格
取
得
講
習
会
受
講
生
 

☆
日
時
 
7
月
 30 

日
 

（
金
）
2

日
間
 

（木）、 

31 

日
 

☆
会
場
 
田
川
地
区
消
防
本
部
 

☆
定
員
 
80 

名
 

☆
申
込
締
切
り
 
7
月
 15
 

日
（
水
）
 

☆
受
講
料
 
4
千
円
 

☆
受
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先
 

川
地
区
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係
 

(
4
4
) 
0
6
5
0
 
内
線
3
0
7
 

県
営
住
宅
空
家
入
居
者
 

田
 

合
 

☆
申
込
み
書
配
付
及
び
申
込
み
受
付
期
 

間
 
9
月
1

日
（
火
）
か
ら
9
月
 10 

日
 

（木） 

☆
申
込
み
案
内
配
付
場
所
及
び
問
い
合
 

わ
せ
先
 
役
場
建
設
課
住
宅
係
又
は
筑
 

豊
県
営
住
宅
管
理
事
務
所
 
容
0
9
4
 

8

(
2
1
)
3
2
3
2
 

母
子
医
療
証
の
切
り
替
え
 

現
在
お
持
ち
の
母
「
よ
奮
庭
医
療
証
（
一
 

人
暮
ら
し
寡
婦
を
含
む
）
の
有
効
期
間
 

が
平
成
 10 

年
7
月
 31 

日
ま
で
と
な
っ
て
 

い
ま
す
の
で
、
次
の
要
領
で
切
り
替
え
 

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
切
り
替
え
期
間
 

7
月
 28 

日
（
さ
と
7
月
 29 

日
（
水
）
 

▼
切
り
替
え
場
所
 

役
場
住
民
課
福
祉
係
窓
ロ
 

▼
持
参
す
る
も
の
 

①
現
在
お
持
ち
の
母
子
家
庭
医
療
証
 

②
印
鑑
 

③
健
康
保
険
証
 

④
児
童
扶
養
手
当
証
明
証
又
は
母
子
年
 

金
証
書
 

⑤
「
一
人
暮
ら
し
寡
婦
」
の
扶
養
証
明
 

▼
問
い
合
わ
せ
先
 

役
場
住
民
課
福
祉
係
合
（
2
2
)
0
 

5
2
0
内
線
1
2
4
 

50周年を迎えた検察審査会 
今年は、検察審査会ができて50周年 

に当たります。犯罪の被害にあって警察 

や検察庁に訴えたのに、検察官が加害者 

を起訴してくれない。このような場合に、 

その不起訴処分のよしあしを審査するの 

が検察審査会です。 

詳しくは、田川検察審査会事務局 

費(44 ) 0163 まで お問い合わ 

せください。 

県
政
バ
ス
（
夏
休
み
親
子
教
室
）
 

参
 
加
 
者
 

☆
日
時
 
8
月
5

日
（
水
）
9
時
 

☆
出
発
場
所
 
飯
塚
バ
ス
セ
ン
タ
ー
 

☆
応
募
資
格
 
県
内
在
住
の
小
学
生
と
 

保
護
者
 

☆
募
集
人
数
 
45 

人
程
度
 

☆
応
募
方
法
 
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
 

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
 

〒
8
1
2
1
8
5
7
7
福
岡
県
庁
県
民
 

情
報
広
報
課
広
聴
係
あ
て
送
付
 

☆
応
募
締
切
り
 
7
月
 10 

日
（
金
）
必
 

着
 

☆
参
加
費
用
 
無
料
 

☆
1
枚
の
ハ
ガ
キ
で
保
護
者
1
人
と
小
 

学
生
2

人
ま
で
申
し
込
め
ま
す
。
 

☆
問
い
合
わ
せ
先
 
県
庁
県
民
情
報
広
 

報
課
合
0
9
2

(
6
5
1
) 

内
線
2
3
8
5
 

●

ー

 

一
 

一
 

一
 

看
護
力
再
開
発
講
習
受
講
生
 

☆
日
時
 
9
月
7

日
（
月
）
5
9
月
 11
 

【口 ☆
場
所
 
飯
塚
病
院
 

☆
対
象
 
保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護
婦
 

（
士
）
、
准
看
護
婦
（
士
）
の
資
格
を
 

持
っ
て
い
る
人
で
、
現
在
看
護
の
現
 

場
を
離
れ
て
い
る
人
 

☆
申
し
込
み
、
間
い
合
わ
せ
先
 
福
岡
 

県
看
護
協
会
 

容
0
9
2

(
7
1
4
) 

5n
乙
0
3
 

7 6 



物
価
を
考
え
る
通
信
講
座
受
講
者
 

☆
期
間
 
8
月
か
ら
 10 

月
ま
で
の
3
ケ
 

月
間
 

☆
対
象
者
 
18 

歳
以
上
の
県
内
在
住
の
 

人
 

☆
募
集
人
数
 
1
0
0
名
 

☆
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先
 
県
庁
 

生
活
文
化
課
く
ら
し
情
報
係
 
雷
0
9
 

2

(
6
4
1
) 
つ
〕
8

(
b
4
 

お
 
し

ら

せ

 

身
体
障
害
者
つ
ど
い
の
会
 

（
集
団
見
合
い
）
 

☆
日
時
 
9
月
6

日
（
日
）
 
10 

時
 30 

5
 

15 

時
 

☆
場
所
 
北
九
州
市
立
女
性
セ
ン
タ
ー
 

「
ム
ー
ブ
」
 

☆
参
加
費
 
無
料
 

☆
申
込
み
締
切
り
 
7
月
 31 

日
（
金
）
 

☆
申
込
み
先
 
福
岡
県
身
体
障
害
者
福
 

祉
協
会
 

合
0
9
2

(
5
8
4
)
6
0
 

パノラマたがわ 
田 川 市 

☆「英展」～自然、風景 7月20 

日（月）まで 田川市美術館 要 

観覧料 

☆懐かしの名画際 7月31日（金） 

'-8月2日（日） 田川文化セン 

ター 

☆ふれあい朝市「来てみんねかな 

がわ」 毎週日曜日8時 金川農 

協前広場 

添 田 町 

☆子ども会球技大会 7月19日 

（日） そえだサンスポーツラン 

ドほか 

☆少年アドベンチャーINおきな 

わ・よろん 7月27日（月）~ 

8月1日（土） 

☆そえだ夏まつり 8 月8日（土） 

9 日（日） サンスポーツランド 

I8日前夜祭 9 日ねぶたの練り歩 

き．花火大会 両日共18時～ 

☆名球会がやってくる 9 月6日 

（日） サンスポーツランド 

プロ野球の名球会に入った選手が 

勢ぞろいします。 

☆旬の駅 毎週土曜日9時 旧伊 

原駅横広場 

川 崎 町 

☆子ども会夏季スポーツ大会 7 

月19日（日）9時 町民運動公園 

大 任 町 

☆子ども会球技大会 7月26日 

（日）8時30分 B &G 体育館、 

町民野球場 

香 春 町 

☆ふれあい朝市 毎週日曜日8時 

役場前広場 

J糸 田 町 

☆同和問題講演会 7月23日（木） 

19時 文化福祉総合会館 （がん 

じがらめのバンド演奏） 

☆男女共同参画推進特別講演会 

7 月26日（日）10時～12時 演題 

「21世紀に向けた女性の生き方を 

考える」講師 福岡県副知事 稗 

田慶子 

赤 池 町 

☆ふれあい体操会 7月5日 

7時 総合グラウンド 

金 田 町 

☆アドベンチャーふれあい塾 

月19日 （日）----22日（水） 

☆I. LOVE ．カナダFi es 

ta 7月23日（木）24日（金） 

18時 

☆ふれあい朝市 毎週水、土曜日 

7時 金田駅西口 

(boJ 
福
祉
の
職
場
説
明
会
 

☆
日
時
 
8
月
5

日
（
水
）
 
13 

時
5
 

☆
会
場
 
春
日
市
「
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
 

ザ」 
☆
参
加
対
象
者
 
社
会
福
祉
施
設
（
の
 

就
職
希
望
者
 

☆
問
い
合
わ
せ
先
 
福
岡
県
福
祉
人
材
 

セ
ン
タ
ー
客
0
9
2
 

1
0
 

(
5
8
4
)
3
3
 

県
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
設
置
 

県
が
作
成
し
た
資
料
を
中
心
に
、
県
 

民
の
み
な
さ
ん
に
役
立
つ
情
報
を
そ
ろ
 

え
、
自
由
に
閲
覧
や
コ
ピ
ー
が
で
き
ま
 

す
。
筑
豊
地
区
で
は
、
次
の
と
こ
ろ
に
 

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
月
に
1

回
弁
護
士
に
よ
る
 

無
料
法
律
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。
 

（
予
約
制
）
 

☆
場
所
 
福
岡
県
飯
塚
総
合
庁
舎
 

飯
塚
市
新
立
岩
8

の
1
 

合
0
9
4
8
 

(
2
9
)
5
4
5
9
 

☆
利
用
時
間
 
8
時
 30 

分
5
 17 

時
 15 

分
 

障
害
児
早
期
教
育
相
談
 

障
害
が
あ
る
子
ど
も
に
は
早
期
か
ら
教
 

育
的
な
手
だ
て
を
講
じ
る
こ
と
が
大
切
 

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

福
岡
県
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特
殊
教
 

育
専
任
相
談
員
を
お
き
、
相
談
を
受
け
 

付
け
て
い
ま
す
。
 

☆
相
談
日
 
毎
週
火
曜
日
と
水
曜
日
 

☆
時
間
 
10 

時
か
ら
 16 

時
 

☆
連
絡
先
 

客
0
9
2

(
9
4
7
)
1
 

9
2
3
 

内
線
2
5
5
 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
 

介
護
福
祉
専
攻
科
が
あ
る
福
智
高
校
で
 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
行
い
ま
す
。
 

☆
日
時
 
8
月
2

日
（
日
）
と
 10 

月
4
 

日
（
日
）
 

☆
場
所
 
福
智
高
校
介
護
福
祉
専
攻
科
 

校
舎
 

公
（
4
6
)
2
0
9
5
 

宝くじの収益金は、私たちの街の公共事業に役立てられていま玄 

で礁- 50x4.OOO$こ
発売期間7月21 日（火）~8月7日（金） 

（発売総額1200億円・40ュ二ットの場合） 

1等  6,000万円  120本 
1等の前後貫一一4.500万円 240本 
1等の組通い貫一一-10万円 I 1M80本 
2等  1,000)515  120本 
3等  100万円  2.000本 

4等 5万円  80.000本 
5等 1万円 400.000本 

6等 
7等 
ラッキーレジャ一貫ー- 50万円  4，ロ30本

抽せん日：8月18日（火）

サマ一ジャンポ宝くじは通信販売でもお求めできまt 

どうぞコ帰下さい， 
1枚300 円 

お間い合わせ先 ~ 
加I.08-3530・3111 "”，宝くじ 

，異全■卿週府県 ~ 

町の人 口 

（平成10年5月末日） 

男 3,841人 

女 4,306人 

計 8,147人 

世帯数 2,933世帯 

、
、
，
‘
、
，
,
,
.
，
、
，
,
.
．
→
曽
，
，
、
一
 

篇
矯
政
舞
融
舞
 

》
☆
日
時
 

7
月
 21 

日
（
火
）
 

~ 

8
月
 17 

日
（
月
）
9
時
5
 17 

時
、
 

・・沖、三帯ソ、喜マ、亀・三i
…

し

 

審

夏

敬

冬

 

今
月
号
で
「
広
報
ほ
う
じ
ょ
う
」
が
 

2
百
号
を
迎
え
、
今
回
広
報
を
作
成
す
 

る
に
あ
た
り
、
貴
重
な
過
去
の
広
報
誌
 

に
目
を
通
し
方
城
町
の
歴
史
を
再
発
見
 

し
ま
し
た
。
と
同
時
に
、
当
時
広
報
業
 

務
に
携
わ
っ
て
い
た
方
が
、
鉄
筆
を
持
っ
 

て
机
に
向
か
い
原
稿
を
書
い
て
い
る
姿
 

を
想
像
し
て
い
ま
し
た
。
 

ガ
リ
版
印
刷
か
ら
始
ま
り
、
今
で
は
 

ワ
ー
プ
ロ
の
フ
ロ
ッ
ピ
ー
渡
し
、
先
進
 

地
に
お
い
て
は
D
T
P

で
製
作
し
て
い
 

ま
す
。
機
械
に
疎
い
わ
た
し
は
、
ま
だ
 

。
ハ
ソ
コ
ン
が
使
い
き
れ
ず
時
代
の
波
に
 

乗
り
切
っ
て
い
ま
せ
ん
。
 
50 

代
半
ば
で
 

。
ハ
ソ
コ
ン
教
室
に
通
っ
て
い
る
友
人
が
 

い
ま
す
が
、
彼
女
の
パ
ワ
ー
を
見
習
い
 

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

（J
) 

田
 

ワ
‘
 

8
 


